
 数の不思議や考えるおもしろさに気づく  
 

 スマホの電卓画面上に数字や小数点以外の文字を表示する方法があることをご

存じでしょうか。仮に「８÷０」と打ってみましょう。計算結果はどうなりますか？

少なくとも私のスマホには、「エラー」というカタカナが数字より大きく表示され

ます。一般の電卓でも、左上に「Ｅ」(エラー)の文字が出ないでしょうか。実は、数学において「０

で割る」行為が認められていないからなのだそうです。こうしたことがネット上で取り沙汰された

ことがあります。０で割る問題に対して、ある小学生が「答えなし」と解答したら×をつけられ、

「正しい答えは０」と先生に書かれて返却されたというもので、目にした方もいるのでは？ 

 さて、電卓のエラー表示の理由とされる、以下の 4 つの解釈それぞれに、「なるほど」と納得し

てしまいます。比較的わかりやすいのは、3年生で習うかけ算とわり算の関係から説明する考え方

です。８÷２＝４のたしかめ算を、子供たちは２×４＝８と計算して間違いないことを確認してい

ます。これと同じことを８÷０＝□に当てはめると、０×□＝８あるいは□×０＝８とならなくて

はいけません。でも、０をかけたのに０にならないことはあり得ないわけですから、「こういう□は

存在しない」という論法です。 

 次のような考え方もあります。除数を１から徐々に０に近づけながら答えを見ていきましょう。

「８÷１＝８」、「８÷０.１＝８０」、「８÷０.０１＝８００」…というように、０に近づけば近づく

ほど答えが大きくなることに気づきます。そのまま０に近づけ続ければ、自ずと「８÷０＝∞(無限

大)」となるのがわかります。 

 また、８÷０を「８個のリンゴがあります。これを０人で分けたら、１人あたり何個のリンゴが

もらえますか」という設問ととらえた場合です。存在しない人で分けるという、わけのわからない

状況になりますから、「問題文自体が成立しない」という説明です。 

 さらに、速さで考えてみることもできます。例えば、８km/h でジョグしている人がいた場合、

１時間で８km 進むことを意味します。つまり８/１（８÷１）のことです。これを８/０（８÷０）

と表記すれば、０時間で８km進む速さとなりますが、そんな速さなんてやはりあり得ません。 

 こうした解釈それぞれが、電卓のエラー表示につながるわけです。決して「０で割ってはいけな

い」のではなく、「０の逆数は無限」であったり「０で割ることは無限をかけることと同じ」になっ

てしまったりすることなどから「認められない」というのが正しいのかもしれません。 

 改めて６年生にこんな問題を出したら、どんな解答が書かれて提出されるでしょう

か。何の疑いもなく「８÷０＝０」と答えてほしくはありません。ただ、ここで取り

上げたことが、数学の不思議さや考えるおもしろさを感じるきっかけになったらと秘

かに願うのです。昨日行った３,４年生の算数科研究授業も、そうしたスイッチの  

一つになればいいなぁと思います。 
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（１）第７８回市川市児童生徒音楽会 
  ■日 時  令和６年１１月１４日（木） 

           開場 13時 00分 

           開演 13時 20分～15時 40分頃 

  ■会 場  市川市文化会館大ホール 

  ■出 演  午後のプログラム５番（14:05 頃）に６年生が出演します。 

  ■その他  ＊詳細は、後日６年保護者に配付する資料をご覧ください。 

        ＊入場整理券が必要です。（各家庭１名） 

 

（２）市川市大規模災害対応合同防災訓練 
      ■日 時  令和６年１１月１０日（日） 9時 30分～12時 

       ■場 所  市川南４丁目地先（市川緊急船着場） 

        ■内 容  実践訓練、展示・体験（起震車や煙体験） 

         ■問合せ  市川市地域防災課 ☎047-704-0065 

６年生への給食提供はありま

せん。弁当持参となります。 
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第八中学校からいただいた、使用しなくなった柔道用畳 14枚を放送室に敷きます。冬場暖かいといいなぁ。 


